
第１図　恭仁宮跡全体図及びトレンチ配置図

　京都府内には、古代に平安京、長岡京、恭仁京という３つの都が造られました。そして、この３つ
の中では最も古く、今からおよそ 1280 年前の天平 12（740）年に、聖武天皇により、現在の木津川市
加茂町、山城町、木津町にわたって造られたのが「恭

くにきょう

仁京」、その中心となるのが、加茂町瓶
みかのはら

原の地に
造られた「恭

くにきゅう

仁宮」です。
　昭和 48 年度以降、京都府教育委員会や加茂町（現木津川市）教育委員会が毎年実施している発掘調
査によって、宮の範囲、大極殿や内裏などの宮内の主要な施設が見つかり、実体が少しずつ分かって
きました（第１図）。

　宮中心部の大
だいごくでんいん

極殿院の南限は、長年にわたる調査でも確定しておらず、恭仁宮跡の実態を解明する
上で課題となっていますが、これまで２つの復元案（第１図）が提示されています。第１案は、南か
ら北に上る地形の高低差から、大極殿の南に隣接する恭仁小学校正門付近を南限とする案で、大極殿
院の規模は東西約 145 ｍ（480 尺）、南北約 106 ｍ（360 尺）に復元されます。第２案は、近年の発掘
調査で、大極殿院南

なんめんかいろう

面回廊の可能性がある遺構が、第１案よりも南で検出されたことから提示された
案で、規模は東西約 145 ｍ（480 尺）、南北約 170 ｍ（580 尺）に復元されます。

　今年度は、両案を参考に大極殿院の南限を確認するため、調査を実施しました。

　第１トレンチは、宮の主軸から西よりの地点に設定しました。性格不明遺構ＳＸ 01・05 が、大極殿
院南面回廊の想定位置で検出されました（第２図）が、遺構埋土が上層に堆積する中世の遺物包含層
と良く似ることから、恭仁宮の遺構の可能性は低いと判断されます。
　第２トレンチは、第１案では朝

ちょうどういん

堂院の東
とうめんほったてばしらべい

面掘立柱塀、第２案では朝堂院東面掘立柱塀と大極殿院南
面回廊の接続部にあたる地点ですが、顕著な遺構は確認されませんでした。
　第３トレンチは、第２トレンチから約 40 ｍ南に設定しました。トレンチの中央部東よりで、約３
ｍ（10 尺）間隔で南北に並ぶ一列の柱穴列を検出しました（第３図ＳＰ 01 〜 06）。朝堂院東面掘立
柱塀と考えられます。そして、柱穴ＳＰ 01 から北では、柱穴が確認されませんでした。したがって、
ＳＰ 01 が朝堂院北端の柱穴で、大極殿院南面回廊もこの付近である可能性があります。大極殿院南
面回廊は礎石の上に据えられており、掘立柱塀と比べると削平により遺構が残りにくいため（第４図）、
第３トレンチでは検出されなかった可能性が考えられます。

　第１、２トレンチでは、明確な大極殿院南回廊と朝堂院東面掘立柱塀の遺構を確認することはでき
ませんでした。
　第３トレンチでは朝堂院北端と考えられる柱穴を確認することができました。朝堂院の規模は東西
約 115 ｍ（390 尺）であることはわかっていますので、今回の調査成果から、南北約 103 ｍ（350 尺）
になる可能性が高いと判断されます。大極殿院南面回廊は朝堂院北端に接していますので、大極殿院
南面回廊が第３トレンチ付近に位置する第３案を提示することができます（第５図）。
　第３案の大極殿院の規模は、東西約 145 ｍ（480 尺）、南北約 215 ｍ（720 尺）に復元され、平城宮
（第一次）大極殿院と同様の、南北に長い形態となります（第６図）。また、現在の恭仁小学校の南か

ら北に上る高低差は、大極殿院の中の高低差を反映した可能性があります。同様の高低差は
平城宮（第一次）大極殿院にも存在し、「龍尾壇」と呼称されています。

　今年度の発掘調査では、これまで未解明だった大極殿院の規模を検討する上で重要な成果
が得られ、新たな復元案を提示することとなりました。大極殿院そのものの遺構を確認する
ことはできませんでしたが、今後も周辺の調査を継続し、解明を進める予定です。
　最後になりましたが、今回の調査に際し、調査に参加していただいた皆さん、各方面から
御指導、御協力いただいた方々に、深く感謝いたします。
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